
趣　旨 
　「里山」は適切なる人為的管理により、生産力が高い人里近くの山林です。 
　一方、「里海」は海に対する新たな概念で、適切な人為的管理により海域が本来具備している生
物多様性、生物生産機能、環境浄化機能を維持している豊かな海を指しています。 
　瀬戸内海はその周辺域に３千万余の人口を擁し、しかも世界最高レベルの単位面積当りの漁獲
量を誇っていることから、「里海」と呼ぶに相応しい海です。 
　しかし、高度経済成長期以降の極端な富栄養化の進行、埋立などの地形改変により、現在の瀬
戸内海ではそれらの機能の一部が喪失しています。 
　瀬戸内海を「里海」として利用し続けるためには、海の実態を知り、海と人との関わりの歴史と現
状を知り、将来を見通す必要があります。 
　今回のフォーラムは、主として瀬戸内海西部の周防灘、伊予灘、豊後水道を対象とし、そこでの自
然、環境、漁業、食文化、海と人との関わりの歴史などを中心に発表、討論を行って、「里海」として
の瀬戸内海を実現するには何をすればよいかを論じたいと考えています。 
　また、会場内にポスター発表の場も設けておりますので、関心のある方のご参加をお待ちしています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参加料等 
　○フォーラム（参加人数：１５０名程度） 

　　資料代：１，０００円（当日会場にて申し受けます。） 
　○懇親会 
　　大分センチュリーホテル「桜の間」（２階） 
　　TEL 097-536-2777 

　　参加料：５，０００円 
参加申込方法 
　８月１２日（火）までに、氏名・所属・住所・電話番号を明記の上、 
　Ｅメール・ＦＡＸ・郵送にて、以下の宛先にお申し込み下さい。 

（お申込・お問い合わせ先） 
　瀬戸内海研究会議事務局 
　〒651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1 
　　　　　　国際健康開発センター３階 
　　　　　　（社）瀬戸内海環境保全協会内 
　　　　　　TEL　078-241-7720　FAX　078-241-7730 
　　　　　　Ｅメール：web＠seto.or.jp
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平成15年度　 
「瀬戸内海研究フォーラム in 大分」 
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大分駅から　　　徒歩約8分 

大分空港から　　車で約70分 

ホーバー発着場　車で約10分 

詳しくは裏面をご覧ください。 

主　催：瀬戸内海研究会議 
協　賛：瀬戸内海環境保全知事・市長会議 、大分県漁業協同組合、大野川漁業協同組合 
　　　　（社）大分県漁業振興協会、大分県環境保全協議会、大分県信用漁業協同組合連合会 
　　　　（社）大分県産業廃棄物処理業協会、（社）瀬戸内海環境保全協会 
後　援：環境省、大分県、大分市、大分大学、（財）国際エメックスセンター 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上予定） 

日　時　平成15年8月21日（木）13：00～17：30 
　　　　　　　　　　22日（金）  9：30～16：00 
会　場　コンパルホール　多目的ホール（3階） 
　　　　大分市府内町1-5-38    　TEL 097-538-3700



瀬戸内海研究フォーラム 
in 大　分 プログラム 

参 加 申 込 書 

開会　13：00～13：20 

 

第１セッション　13：20～15：20 

　海と環境 
 

座長：柳　哲雄（九州大学応用力学研究所教授） 
 

☆栄養塩から見る西部瀬戸内海の海水交換 

　　武岡　英隆（愛媛大学沿岸環境科学研究センター教授） 

☆大分県沿岸海域水質の現状と課題 

　　飛高　信雄（大分県衛生環境研究センター水質部副部長） 

☆西部瀬戸内海沿岸の植物分布 

　　荒金　正憲（別府大学短期大学部名誉教授） 

 

 

第２セッション　15：30～17：30 

　漁業と食 
 

座長：鷲尾　圭司（京都精華大学人文学部教授） 
 

☆佐賀関における漁村文化 

　　阿南　宏重（大分県海洋水産研究センター 

　　　　　　　　企画・海洋資源利用部長） 

☆関アジ・関サバを科学する 

　　望月　　聡（大分大学教育福祉科学部助教授） 

☆大分の海が育てた料理 

　　高橋　知子（料理研究家） 

 

ポスター発表　21日の12：00～22日の15：30まで 

　　　　　　　（２日間常時展示しています） 

　　テーマ：森・川・海 

 

瀬戸内海研究会議総会　17：35～18：20 

 

懇親会　18：30～20：00 

　　大分センチュリーホテル 

8月21日（木） 

第３セッション　9：30～11：30 

　海と文化 
 

座長：白幡洋三郎（国際日本文化研究センター教授） 
 

☆里海・共生の海の歴史 

　　飯沼　賢司（別府大学文学部教授） 

☆瀬戸内をめぐる人と船の交流 

　　豊田　寛三（大分大学学長特別補佐） 

☆方言からみた瀬戸内海 

　　日高　貢一郎（大分大学教育福祉科学部教授） 

 

 

パネルディスカッション　13：00～15：30 

　里海としての瀬戸内海 

コーディネーター： 

　　川野田實夫（大分大学教育福祉科学部教授） 

パネリスト： 

　　武岡　英隆（愛媛大学沿岸環境科学研究センター教授） 

　　鷲尾　圭司（京都精華大学人文学部教授） 

　　飯沼　賢司（別府大学文学部教授） 

　　望月　　聡（大分大学教育福祉科学部教授） 

　　礒辺　時男（大分県漁業協同組合姫島支店運営委員長） 

 

ポスター賞発表・閉会　15：30～16：00

8月22日（金） 

瀬戸内海研究フォーラム in 大分 

フォーラム（資料代：1,000円）　参加・不参加 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どちらかに○印をお付け下さい。 
懇　親　会（　１名：5,000円）　参加・不参加 
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